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本
町
は
、
平
成

１７
年

１０
月
の
合
併
以
降
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
人
口
減
少

問
題
が
課
題
で
あ
る
な
か
、　

峡
南
地
域
内
に
お
け
る
本
町
の
人
口
減
少

率
の
推
移
は
比
較
的
ゆ
る
や
か
で
、
県
内
町
村
の
中
で
は
『
住
み
や
す
い

ま
ち
』
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
一
定
の
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
化
の
歯
止
め
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
出
生

数
も
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
に
お
け
る
町
立
小
中
学
校

の
望
ま
し
い
教
育
環
境
の
確
保
と
質
の
高
い
学
校
教
育
の
維
持
・
向
上
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
に
対
し
検
討
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
市
川
三
郷
町
立
小
中
学
校
適
正
規
模
・
配
置
等

検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
協
議
・
検
討
を
重
ね
、
教
育
委
員
会

と
し
て
の
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
町
で
は
、
当
該
基
本
計
画
を
柱
と
し
て
、
協
議
を
重
ね

る
と
と
も
に
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
幅
広
く
ご

意
見
を
伺
う
中
で
、
本
町
に
お
け
る
小
中
学
校
の
適
正
規
模
及
び
適
正
配

置
並
び
に
地
域
の
活
性
化
を
見
据
え
た
方
針
と
し
て
、「
市
川
三
郷
町
立

小
中
学
校
適
正
規
模
・
配
置
等
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

紙
面
で
は
、
本
計
画
策
定
ま
で
の
経
緯
、
今

後
の
小
中
学
校
統
合
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
計

画
よ
り
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
全
体
の
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

こ
れ
ま
で
の
経
緯

財
政
非
常
事
態
宣
言
を

解
除
し
ま
し
た

今後の小中学校の配置や地域活性化の今後の小中学校の配置や地域活性化の
指針となる計画です指針となる計画です

検討委員会の設置および実施検討委員会の設置および実施（令和６年５月～）（令和６年５月～）
　全７回の検討委員会の中で、本町の小中学校児童・生徒数の現全７回の検討委員会の中で、本町の小中学校児童・生徒数の現
状や見込み、町内小学校５・６年生、中学生および保護者へのア状や見込み、町内小学校５・６年生、中学生および保護者へのア
ンケート結果、町内６地区での地区説明会などをもとに、適正規模・ンケート結果、町内６地区での地区説明会などをもとに、適正規模・
配置等について検討を行いました。配置等について検討を行いました。

中学校 ４校
小学校 ６校

　検討委員会の答申を受け、町教育委員会で総合教育会議や町議会特別　検討委員会の答申を受け、町教育委員会で総合教育会議や町議会特別
委員会の意見も踏まえながら、基本計画の検討および策定を行いました。委員会の意見も踏まえながら、基本計画の検討および策定を行いました。

　町教育委員会からの基本計画提出を受け、まち
づくりの視点も加えた「市川三郷町立小中学校適正
規模・配置等基本計画（案）」を作成し、令和７年
１２月１９日から２３日にかけ実施した住民説明会
や庁内検討会を経て、策定しました。

中
学
校

全地区

統合対象 町内すべての中学校

利用校舎 市川中校舎

開校時期 令和１１年４月

小
学
校

市川地区

統合対象 市川、市川南、市川東

利用校舎 市川小校舎

開校時期 令和１４年４月

三珠地区

統合対象 大塚、上野

利用校舎

上野小校舎または三珠中校
舎を新校舎予定地として、
改築または改修のいずれか
の整備を検討

開校時期 令和１７年４月

六郷地区 地域性・通学距離を考慮し、統合対象外

　
令
和
５
年
９
月
に
「
財
政
非
常
事
態
宣

言
」
を
発
出
し
、
町
民
の
皆
様
の
御
理
解

と
御
協
力
を
賜
り
な
が
ら
行
財
政
改
革
を

職
員
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
令
和
７
年
度
収
支
を
推
計
し
た
と
こ
ろ
、

見
込
み
概
算
で
は
あ
り
ま
す
が
令
和
６
年

度
決
算
と
同
様
、
実
質
単
年
度
収
支
で
黒

字
、
経
常
収
支
比
率
も
令
和
６
年
度
決
算

と
同
水
準
の
値
が
推
計
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
行
財
政
改
革
推
進
計
画

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
令
和
７
年
度
末
の

３
月
３１
日
を
も
っ
て
終
結
し
、
財
政
非
常

事
態
宣
言
を
解
除
い
た
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
物
価
、
人
件
費
等
の
高
騰
な

ど
新
た
な
経
済
情
勢
に
よ
り
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
で
あ
り
、
行
財
政
改
革
推
進
計

画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
残
余
事
務
お
よ

び
新
た
な
課
題
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検

討
し
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
と
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
新
し
い
地
域
経
営
を
強
力
に
推
進
し
、

力
強
い
地
域
経
済
に
支
え
ら
れ
る
安
定
し

た
町
財
政
と
の
好
循
環
シ
ス
テ
ム
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
川
三
郷
町
長

遠
藤

　
浩

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

実施計画の検討・作成

中
学
校

設計・改修工事
開校準備委員会
閉校準備委員会
新設校開校（R１１年度）

小
学
校

（
市
川
地
区
）

設計・改修工事
開校準備委員会
閉校準備委員会
新設校開校（R１４年度）

小
学
校

（
三
珠
地
区
）

設計・改修工事
開校準備委員会
閉校準備委員会
新設校開校（R１７年度）

閉校する校舎の利活用などの検討
計画年度 R８ R９ R１０ R１１ R１２ R１３ R１４ R１５ R１６ R１７ R１８

問町教育総務課総務施設係 ☎055-272-6093 ／  ／  町総務課総務法制係 ☎055-272-1102

中学校 １校
小学校 ３校

検討委員会石原政至委員長から渡井渡教育長へ答申を提出検討委員会石原政至委員長から渡井渡教育長へ答申を提出
（令和７年３月３１日）（令和７年３月３１日）

町教育委員会で基本計画の検討および策定町教育委員会で基本計画の検討および策定（令和７年４月～）（令和７年４月～）

渡井渡教育長から遠藤浩町長へ計画渡井渡教育長から遠藤浩町長へ計画
を提出を提出（令和７年９月２２日）（令和７年９月２２日）

町での計画の検討および町民説明会の実施町での計画の検討および町民説明会の実施

今後の小中学校統合の進め方今後の小中学校統合の進め方（基本計画内より抜粋）（基本計画内より抜粋）

現在の状況現在の状況

統合完了後統合完了後

4
2026

4
2026
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有料広告

有料広告募集中有料広告募集中！！詳しくはこちら

有料広告

有料広告募集中有料広告募集中！！詳しくはこちら

入団者随時募集中！

市川三郷町市川三郷町
消防団消防団
　火災や自然災害発生時に活躍する消防団。
　自分の仕事と両立しながらも、地域の消防防災リーダーとして、
火災や大地震などの災害からみなさんの安心・安全を守ります。
　町消防団では、一緒に地域の笑顔を守る団員を募集しています。

暮らすまちが守るまちに

報 酬 制 度

公務災害補償

退職報償金制度

被 服 等 貸 与

階級に応じた年額報酬と活動に応じた出動
報酬が支払われます。

活動中にケガなどをしてしまった場合、療
養費が補償されます。

一定の期間以上在籍した際には、退職時に
退職報償金が支給されます。

活動に必要な活動服などが貸与されます。

どんな活動をしているの？ 令和８年度から

消防団員の報酬が

改定されます

　町内に在住または勤務している１８歳以上の方ならど
なたでも入団できます。女性・学生も大歓迎です。入団
についてのご相談は、町防災交通課消防防災係までご連
絡下さい。

問町防災交通課消防防災係　☎ 055-272-1175

　国が定める基準額にあわせて条例改正
を行い、団員報酬と出動報酬の引き上げ
を行いました。

【団員報酬（年額）】
　副分団長　４５,０００円▶５０,０００円（↗）
　部　　長　３０,０００円▶４２,０００円（↗）
　班　　長　２０,０００円▶３９,０００円（↗）
　団　　員　１７,０００円▶３６,５００円（↗）

【出動報酬】※１回あたり
　災害（４時間以上）　
　　　　　　   ４,０００円▶８,０００円（↗）

活動の様子や
団員たちからの
コメントも

福 祉 共 済
消防団活動であるかを問わず、ケガや入院、
障害や死亡時などに共済金を受け取れます。

サポートも充実

　市川三郷町消防団は、本部と地域ごとに分
けられた１２の分団、女性消防隊で構成され
ています。災害が発生した時にはいち早く駆け
つけ、消防署と連携して消火活動や避難誘導、
行方不明者の捜索などを行います。また、普
段から訓練や機械器具の点検、防災力向上の
ための広報活動を行っています。

▲消火訓練 ▲広報活動

Q.

A.

市川三郷町消防団市川三郷町消防団のの
PRPR 動画動画をを作成作成しましたしました
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